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平成29年２月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成28年４月14日に公表した平成29年２月期通期業績予想を下

記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

平成29年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成28年３月１日～平成29年２月28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

19,984 

百万円 
1,119 

百万円 
1,106 

百万円 
722 

円 銭 
57.65 

今回修正予想（Ｂ） 18,459 997 990 640 51.09 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,525 △122 △116 △82  

増減率（％） △7.6 △10.9 △10.5 △11.4  

（ご参考）前期実績 

（平成28年２月期） 
16,607 958 944 591 47.18 

（注）当社は、平成28年６月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っておりま

す。そのため、平成28年２月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利

益を算定しております。 

 

修正の理由 

平成29年２月期通期業績予想につきましては、金融関連業務等民間ＢＰＯ案件の受注高が

好調に推移し、また、前期第３四半期から始まったマイナンバー関連の各種業務や臨時給

付金関連業務が今期は期初から順調に稼動するなど官公庁向けＢＰＯ案件も見込みどお

りに受注できました。しかしながら、官公庁向けの新規スポット案件で想定を超える作業

工数を要したことによる損失が発生したこと及び民間企業向けの大型プロジェクト案件

で業務量の縮小が想定よりも早く進んだことなどから、売上高が当初予想（上記、「前回

発表予想（Ａ）」）を1,525百万円下回り、人件費及び経費の削減に努めましたが、利益面

においても、当初予想に対し、営業利益で122百万円、経常利益で116百万円、当期純利益

で82百万円下回る見込みとなりました。 

 なお、平成29年２月期の配当予想については変更ありません。 

 

（注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


